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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに    
 New PLS工法はﾌﾟﾚﾗｲﾆﾝｸﾞ工法の 1種であり，掘削に先立ち
切羽前方に連続したｺﾝｸﾘｰﾄｼｪﾙを構築し，その後内部を掘削する

ため地表面沈下を抑制できるなどの特徴を有しており（図-1参
照），実ﾄﾝﾈﾙでの施工にも適用されている 1,2)。本工法の適用範

囲を拡大(超大断面，扁平断面，大深度など)するには，ｽﾘｯﾄｺﾝｸ
ﾘｰﾄの高品質化も重要な開発項目であると考え，鋼繊維適用によ

る靭性付与，急硬材量増大による初期強度の高強度化について

も検討した 3,4)。本報では，高品質化の対策として高性能減水剤

の適用について検討した結果について報告する。 
２．実験概要２．実験概要２．実験概要２．実験概要    
使用材料を表-1に，試験ｹｰｽを表-2
に示す。高性能減水剤はﾓﾙﾀﾙによる

予備試験から，3 種類の特殊混和材
と併用しても，ｽﾗﾝﾌﾟが最も安定した

PEG 系の高性能減水剤を使用した。
本試験では，水結合材比（W/(C+P)）
を 40～50％の範囲で設定し，急硬材
量を単位結合材量 (C+P=400～
500kg/m3)の内割り（P/(C+P)）で 14％～30％まで増大さ
せた。本検討においても，施工性から定まるｽﾘｯﾄｺﾝｸﾘｰﾄの

目標品質は従来のNew PLS工法と同様に表-3とした。試
験は，まず 3種類の特殊混和材と高性能減水剤を併用した
場合の施工性能を確認するために，ﾍﾞｰｽｺﾝｸﾘｰﾄのｽﾗﾝﾌﾟ経時

変化，急結剤混入後の自立試験を実施した。次に，急結剤

を混入したｽﾘｯﾄｺﾝｸﾘｰﾄに対し材齢 6時間，1，2，7および
28日で圧縮強度試験を実施した。 

ｷｰﾜｰﾄﾞ：都市ﾄﾝﾈﾙ，ﾌﾟﾚﾗｲﾆﾝｸﾞ工法，急硬性ｺﾝｸﾘｰﾄ，高性能減水剤，特殊混和材 
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図図図図----1111    New PLSNew PLSNew PLSNew PLS工法の施工概念図工法の施工概念図工法の施工概念図工法の施工概念図    

表表表表----1111    使用材料使用材料使用材料使用材料    

使用材料 種類 基本特性

セメント 普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ 密度:3.15g/cm3、比表面積:3360cm2/g

急硬材 PLS-P 密度:2.92g/cm3、ｶﾙｼｳﾑｻﾙﾎｱﾙﾐﾈｰﾄ系化合物

凝結調整剤 D-300 密度:2.19g/cm3、有機酸とｱﾙｶﾘ炭酸塩の複合体

急結剤 PLS-L 密度:1.50g/cm3、特殊無機ｱﾙﾐﾝ酸化合物

細骨材 田川産 密度:2.56g/cm3、吸水率:1.97%、F.M.:2.34

粗骨材 足柄産 密度:2.58g/cm3、吸水率:2.97%、Gmax=15mm

混和剤 高性能減水剤 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙ系

水 水道水 東京都町田市

表表表表----3333    目標品質目標品質目標品質目標品質    

項　目 目　標　品　質 特殊混和材の効果

ｽﾗﾝﾌﾟ 20±2.5cm 凝結調整剤により

(保持時間) 90分保持 保持

自立時間
12分(妻型枠1.2m、横行速
度100mm/min)

急結剤により自立
時間を確保

圧縮強度
（材齢6時間：3N/mm2）*
材齢28日：18N/mm2

急硬材により初期
強度を確保

*材齢6時間強度は，従来のNew PLS工法の目標品質

表表表表----2222    試験ｹｰｽ試験ｹｰｽ試験ｹｰｽ試験ｹｰｽ    

W/C+P Ｗ C+P P/C+P
凝結調
整剤

急結剤
高性能
減水剤

(%) (%)

1 14

2 20

3 25

4 30

5 14

6 20

7 25

8 14

9 20

10 25

11 160 400 14 1.8%

12 14

13 20

14 25

15 14

16 20

17 25

(C+P)*%

配
合Ｎ
o (kg/m3)
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３．実験結果３．実験結果３．実験結果３．実験結果    
3.13.13.13.1 ﾍﾞｰｽｺﾝｸﾘｰﾄのｽﾗﾝﾌﾟ保持効果および自立性状ﾍﾞｰｽｺﾝｸﾘｰﾄのｽﾗﾝﾌﾟ保持効果および自立性状ﾍﾞｰｽｺﾝｸﾘｰﾄのｽﾗﾝﾌﾟ保持効果および自立性状ﾍﾞｰｽｺﾝｸﾘｰﾄのｽﾗﾝﾌﾟ保持効果および自立性状    

 ﾍﾞｰｽｺﾝｸﾘｰﾄのｽﾗﾝﾌﾟ経時変化の試験結果の一例を図-2 に示
す。図に示した配合は，全て急硬材置換率が 14%の例である。

単位水量 160kg/m3のNo.11が 60分以降でｽﾗﾝﾌﾟ低下を示した。

これ以外の配合は，水結合材比あるいは単位水量が異なるに

も拘わらず，高性能減水剤によりﾍﾞｰｽｺﾝｸﾘｰﾄのｽﾗﾝﾌﾟを調整す

ることで目標とするｽﾗﾝﾌﾟ保持効果を有することが確認でき

た。なお，急硬材量が異なっても，同様な傾向が確認できて

いる。 

 急結剤を混入した後のｽﾗﾝﾌﾟ保持性能(自立時間)の測定結果
を図-3に示す。自立性状においては，水結合材比が小さい配合
ほど同一急結剤量では，ｽﾗﾝﾌﾟ低下が早くなる傾向を示す。この

ことから，水結合材比を小さくすることにより，従来の配合と

比較して必要な自立時間を満足させるための急結剤量は低減で

きる可能性があることが確認できた。 
3.23.23.23.2圧縮強度試験結果圧縮強度試験結果圧縮強度試験結果圧縮強度試験結果    

 圧縮強度試験結果のうち材齢 2日までの
初期強度試験結果を図-4に示す。高性能減
水剤を使用した場合でも水結合材比を低減

することによる強度増加が期待でき，材齢

6時間強度で約 6～17N/mm2，材齢１日で

は14～30 N/mm2の高強度が得られている。

この場合には，水結合材比の小さいほど，

急硬材量の多いほど高強度が得られている。

一方，材齢１日～2 日間の強度の伸びは，
急硬材量の多いものでは小さくなっており，

急硬材による強度発現効果は材齢１日程度

までであることも確認できた。 
４．まとめ４．まとめ４．まとめ４．まとめ  
 New PLS工法用ｽﾘｯﾄｺﾝｸﾘｰﾄへの高性能減水剤の適用性について検討した。この結果，単位水量 180kg/m3

程度以上の配合であれば，高性能減水剤を併用した場合にも，目標とするｽﾗﾝﾌﾟのﾍﾞｰｽｺﾝｸﾘｰﾄを製造すること

により New PLS 工法に必要なｽﾗﾝﾌﾟ保持効果および急結剤添加後の自立性能を満足できることが確認でき
た。また，急硬材量を増大させることにより，材齢 6時間で約 17N/mm2，材齢１日で約 30N/mm2の高強度

特性を発揮することも可能である。 
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図図図図----2222    ｽﾗﾝﾌﾟ経時変化の一例ｽﾗﾝﾌﾟ経時変化の一例ｽﾗﾝﾌﾟ経時変化の一例ｽﾗﾝﾌﾟ経時変化の一例    
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図図図図----3333    急結剤混入後のｽﾗﾝﾌﾟ変化の一例急結剤混入後のｽﾗﾝﾌﾟ変化の一例急結剤混入後のｽﾗﾝﾌﾟ変化の一例急結剤混入後のｽﾗﾝﾌﾟ変化の一例    
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図図図図----4444    材齢材齢材齢材齢 2222日までの圧縮強度の試験結果日までの圧縮強度の試験結果日までの圧縮強度の試験結果日までの圧縮強度の試験結果    
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